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１．本フォーラムの趣旨

（１） いわゆる産地を初め各地の中小企業の集積において、IOT、AI 等のデジタル技術を活用する
ことにより、生産・経営の効率化を目指すとともに、個別企業の枠を超えた共同活動を行お
うとする試みがある。
これらの中小企業の活動が進展すれば、受発注、開発、設計、調達、製造、出荷、代金処理
などのプロセスを一気通貫のデジタルプラットフォーム化し、また参加企業が共同で使用す
ることも夢ではなくなる。
これにより個別中小企業が力を合わせ、集積としての競争力を高めることが可能となる。

（２） 本フォーラムにおいては、新潟県燕市の金属加工企業の集積を事例として取り上げ、各方面
の専門家の参加により、最終目標である DX 化に向けて中小企業の集積がとるべき方策を議
論する。

２．フォーラムの構成
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